予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：雇用促進費
	事業名:中小企業魅力発見・マッチング支援事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　商工労働部　労働雇用課　雇用対策担当　電話番号：058-272-1111（内2315）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11367@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：11,141千円（前年度予算額：12,734千円）
	要求内容


	１　要求の内容


　大企業が少数厳選採用を行っている今だからこそ、県内中小企業にとっては次代を
担う優れた人材を確保する好機とも言えることから、大手志向、特定業種にこだわる
学生と採用意欲のある県内中小企業とのミスマッチを解消するため、以下の事業を開
催する。

（1） 中小企業魅力発見バスツアー
開催回数：２０回

対　　象：県内外の大学生、高校生

（2） 逆指名型求人フェア
開催回数：２回

対　　象：県内外の大学生

（3） 大学生の保護者を対象にした就職セミナー
開催回数：２回

対　　象：県内外の大学生の保護者
	２　所要経費


委託費：11,141千円　

（１）中小企業魅力発見バスツアー　　　　　　　　6,266

　（２）逆指名型求人フェア　　　　　　　　　　    1,999

（３）大学生の保護者を対象にした就職セミナー 　 1,380
　　　　一般管理費　　　　　　　　　　　　　　　　  965
　　　　消費税　　　　　　　　　　　　　　　　　　　531
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	12,734
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	12,734

	要求額
	11,141
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	11,141

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　大企業が少数厳選採用を行う今だからこそ、県内中小企業にとっては次代を担う優れた人材を確保する好機とも言えることから、大手志向、特定業種にこだわりの強い学生と若年労働者の採用に意欲のある中小企業との雇用のミスマッチを解消します。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	岐阜県人材チャレンジセンター新規利用者の就業決定率
	44.4％

(H21)
	44.4％
（H21）
	65.6％
（H22）
	72.0％
（H23）
	50.0％
（H25）
	144.0％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）（平成24年10月末現在）
（1） 中小企業魅力発見バスツアー
・開催回数：１３回
　参加学生数：２４９人

　受入企業数：３９社

・開催予定回数：７回　

（2） 逆指名型求人フェア

・第１回

　平成24年6月16日（土）、岐阜市文化センターに於いて開催

（参加企業数11社、参加学生数19人）
・第２回

　平成24年12月9日（日）じゅうろくプラザに於いて開催予定

（3） 大学生の保護者を対象とした就職セミナー

・第1回

　平成24年9月15日（土）東海学院大学に於いて開催（参加者数28人）

・第2回

平成24年12月21日（金）ふれあい福寿会館に於いて開催予定


（平成24年度の成果）

	　１３回実施した中小企業魅力発見バスツアーでは、県内の３９社を大学生、高校生が訪問し、中小企業の「生」の情報を得る機会を提供しました。
　逆指名型求人フェアでは、大学生が企業に対してプレゼンテーションを行なった上で、企業が学生を選んで面談する方法に19人の学生が挑戦しました。第2回目も20人余の学生が参加する予定です。
　大学生の保護者を対象とした就職セミナーには、28人の保護者が参加され、就職活動の現状と、県内中小企業の魅力についてのセミナーを受講しました。第2回目は、12月21日（金）を予定しています。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	　中小企業事業者の優秀な人材確保につながるため、事業の必要性が高い。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○
	　平成21年度の岐阜人材チャレンジセンター新規利用者の就職決定率44.4％に比べ、平成23年度のそれは72.0％に増加しており、事業効果が現れている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○
	ものづくり企業と関係が深い岐阜県産業経済振興センターに委託することで、受入企業の選定や、連絡調整が効率的に実施できた。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　中小企業魅力発見バスツアーについては、事前の企業研究をより一層深化させることや、事後の応募へとつなげていくためのフォローアップの実施などでより実効ある事業とするために、就労支援機関、大学就職担当者との連携を強化する必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　県内中小企業による優秀な人材の獲得は、依然として厳しい状況にあることから、次年度も引き続き、県内中小企業の魅力を求職者に伝えていく。


